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のっけから、上から目線の表題で恐縮。実はこれが私の
経験から得られたキーワードなので、今回、紹介させて
頂くことにした。
恐らく本誌の読者諸氏に私と面識のある方は殆どおられ
ないと思う。
小職は現在（一財）石油エネルギー技術センターの常務
理事として勤務。同センターの主たる会員企業は石油精
製及びその関連業種で、石油下流の技術開発や内外の情
報収集・分析を主たる業務としている。その中に、燃料
電池自動車のための水素供給インフラ（水素スタンドな
ど）の実用化を目指した技術開発及び規制見直しを行う
NEDO 事業があり、鋼材の関係では JRCM 及び関係各社
殿に大変お世話になっている。
という繋がりで、この原稿を書くこととなった次第。

その１．目的を区別して認識出来ているか？

どうすればノーベル賞受賞者を輩出することが出来るの
か？
というテーマで夜中まで喧々諤々の議論をしたのは
METI の現役課長補佐の時代で遠い昔の話。だが、その
時に出た多くの論点は、研究開発を考える上で大変貴重
なものとなった。当時、経済産業省の外局として工業技
術院（現在の産業技術総合研究所）が有り、約 2500 名（事
務職を含め）で産業技術の開発や試験業務を行っていた。
この議論の結論は、「優秀な研究者に最大の自由度を与え
ること」で、言ってしまえば研究管理は不要ということ。
それはどういうことかと反論が聞こえてきそうだが、目
的がノーベル賞であれば、凡人の第三者が行うであろう

「研究計画の審査も予算管理も人事管理も」何もかも不十
分ということになる。いや不十分ならまだしも、それら

は研究の足を引っ張るだけなのだ。けだし、当時の工業
技術院の業務にはノーベル賞獲得は明記されておらず、
むしろ定常的な試験業務や、研究目標が明確な応用研究
が大半であったので、上記の結論は実施されることは無
かったわけだが。
ここで申し上げたいのは、研究管理の目的は相対的、個
別的であり、それを区別できているのかがまずポイント
となるということ。重要なことは、管理の目的が何なの
かを、夫々の組織、夫々のプロジェクトできちんと区別
して認識できるかどうかである。

その２．目的に応じた研究管理のシステムを採用してい
るか？

目的が認識出来れば、あとはその目的に適した管理シス
テムを適用するということになる。
例えば 100 名の研究所の管理をどうするかということ
を考える際には、まず、目的が
①優秀な独創的な研究成果が出ることを目的とするのか
②それともすべての研究者がサボることなく与えられた
業務を過不足なくするように導くことを目的とするのか
のどちらに置くかを決める必要が有る。
前者であれば、優秀なリーダーを見極め、研究現場には
成るべく制約にならないような管理システムにすること
に努める。
後者であれば、逆に細かいルールを研究現場に課し介入
型の管理システムを採用する。

その３．研究管理は目的ではなく手段

これも当たり前のことである。然るに、予算執行や勤務
時間、報告書の様式などの、管理を行うこと自体を目的
と（優先）してしまう「勘違い」が多く見受けられる。
研究管理の仕組みが、良い研究成果を出すことに繋がる
ものでないならば、それは本末転倒である。

以上、勝手なことを書かせて頂いた。

        勘違いしていませんか、あなたの研究管理？　
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　　平成 22 年度戦略的基盤技術高度化支援事業

「冷間プレス加工技術の高度化による超高張力鋼自動車部品の
実用化製造技術の開発」 成果報告

　　　　　　株式会社ベルソニカ　専務取締役　伊藤 明夫

　　

JRCM REPORT

自動車構造部品として量産化に繋げていくことで
ある。

３．研究開発の概要及び成果
３－１．要素技術開発
①シミュレーション技術
　シミュレーションによるスプリングバック予測
技術向上のために各種試験を行い、弊社オリジナ
ルの材料物性値を同定した。（図２）

１．はじめに
　株式会社ベルソニカでは特定非営利活動法人東
大環境マネジメント工学センターを管理法人とし
て、平成 22 年度戦略的基盤技術高度化支援事業
において「冷間プレス加工技術の高度化による超
高張力鋼自動車部品の実用化製造技術の開発」と
題して 1180MPa クラス高張力鋼板の冷間プレス
加工技術開発を行った。その結果の概要を鉄鋼材
料加工技術に関連深い本誌に報告させていただく。

２．研究開発の背景及び経緯
　本研究開発の目的は、冷間加工技術を高度化す
ることにより 1180MPa クラスの複雑形状部品の
量産化を可能にすることである。この方法の確立
により市場ニーズである安全性向上（特に軽乗用
車）と軽量化の両立を実現する。また次世代の軽
量化素材として期待される複層鋼板に関し成形性
を評価し、開発技術を用いて成形性を向上させ複
層鋼板の普及を促進する。
　研究の目標は、図１のように 1180MPa クラス
の複雑形状部品の加工に必要な要素技術を開発し、

 図１．研究開発の概念図　
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図２．同定した材料物性値
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④新工法によるスプリングバック抑制工法の開発
　スプリングバック抑制として圧縮応力を制御し
た成形を行う新工法を開発した。
　図 5に示すようにスプリングバックを著しく抑
制できた。

②金型強度解析評価
　成形面強度解析と金型構造
解析を一体化した金型強度解
析評価技術を開発した。金型
全体の剛性に加え、成形面破
損も高精度に予測できる。
　図３に金型強度解析手法フ
ローを示した。

③検査技術の確立（寸法精度
比較手法）
　設計データ・加工品データ・
シミュレーションデータの独
自比較手法を確立した。これ
により、高精度な比較が可能
となった。
　図４に寸法精度比較の新手
法を示した。

図４．寸法精度比較手法 図５．スプリングバック抑制工法

図３．金型強度解析手法フロー図
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３－２．試作品の開発及び実製品への展開
　開発した要素技術に関し、試作型を製作して効
果確認を行った。図６に試作品の精度比較を示し
た。

　対象部品（実製品の類似品）を 1180MPa ハイ
テンでサンプルを製作し、客先へ提案した。新機
種に使用される部品として対象部品２が採用され
た。表１に対象部品の精度比較を示す。

３－３．複層鋼板実用化に向けた研究
　複層鋼板実用化に向けた基礎試験と実製品形
状の成形を行い、複層鋼板が 1180MPa ハイテ
ンよりも高張力でありながらプレス成形性は
1180MPa ハイテンとほぼ同等の性能を有する材
料であることを確認した。
　表２に製品データと実パネルの精度（複層鋼板
と 1180MPa ハイテンの比較）を示す。

４．開発された製品・技術のスペック
　2013 年度に発売される乗用車新機種の構造部
品に 1180MPa ハイテン材で採用された。詳細は
以下の URL を参照されたい。
http://www.nssmc.com/news/20130424_200.
html/
　採用された部品は、製品データと実パネルを比
較した部品精度± 1.0 ｍｍ以内ほぼ 100％を確保
できた。表３に量産品精度を示す。

　1180MPa ハイテン化で採用された部品は表 4
に示すように、従来比 30％の軽量化に成功し、
低コスト化、燃費向上に貢献した。
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           表２．製品データと実パネルの精度比較
                 （複層鋼板と 1180MPa ハイテンの比較）

表４．量産部品の軽量化効果

表３. 量産部品精度

表１．対象部品　精度比較

図６．試作品の精度比較

お知らせ 5 月 14 日付で JRCM の理事長に宮坂明博理事（新日鐵住金株式会社）が就任されました。


